
 

京都大学人文科学研究所国際研究ミーティング実施報告書 

 

 

1. 国際研究ミーティングの名称 
インドにおける女神信仰と仏教 

 
2. 主宰責任者氏名 

横地 優子（京都大学大学院文学研究科・教授）  
 
3. 開催日時等およびプログラム（講演者名または報告者名を明記してください） 

日時：2019 年 6 月 2 日 15:00～17:00 
場所：京都大学人文科学研究所本館１階セミナー室１ 
演題等：ブッダの生涯と"悟りの光" としての女神 Mārīcī <摩利支天> 
講演者または報告者：マイケル・ウイリス(Michael Willis、大英博物館) 

 
4. 概要 

インド古代・中世美術史の第一人者であるマイケル・ウイリス氏（大英博物館）に研究報告を依頼し、討

論を行った。報告の内容はボードガヤー遺跡の出土資料に表された作例を起点に女神 Mārīcī と仏教

図像の関係を論じたもので、インドにおける女神信仰と仏教の接点、及びこれと関連する美術資料をめぐ

る問題について、専門の地域・分野を異にする研究者（南アジア・中央アジア・東アジア、思想・文学・美

術など）が一同に会し、有意義な意見交換を行うことができた。 
 

5. 参加者（別紙「参加状況」も記載してください。） 
学外 
マイケル・ウイリス（大英博物館）、久間泰賢（三重大学）、宮治昭（龍谷大学、名古屋大学）、 
田中健一（文化庁美術学芸課）、高橋早紀子（愛知学院大学）、キム・ヘウォン（韓国国立中央博物館）、 
荒牧典俊（大谷大学）、小谷仲男（京都女子大学）、榎本文雄（大阪大学）、定金計次（京都市立芸術

大学）、手島英貴（京都文教大学）、岩井俊平（龍谷ミュージアム）、西林孝浩（立命館大学）、柴崎麻穂

（中村元東方研究所）、田中宏（広島大学）、常田夕美子（国立民族学博物館）、上枝いづみ（金沢大

学）、相田愛子（金沢大学）、黄盼（京都府立大学）、ヴェルドン・ノエミ（ナーランダ―大学） 
 
学内 
横地優子（文学研究科教授）、檜山智美（白眉センター）、菊谷竜太（白眉センター）、マク・ビル（白眉

センター）、宮崎泉（文学研究科）、折山桂子（文学研究科）、アヴァンツィ・カルロッタ（文学研究科）、大

木舞（文学研究科） 
 
所内 
稲本泰生 

 
6.助成金の使途等 
  宮治昭氏旅費：29,400 円（交通費：11,400 円、日当：5,000 円、宿泊料：13,000 円） 

田中健一氏旅費：30,020 円（交通費：27,820 円、日当：2,200 円） 
高橋早紀子氏旅費：14,900 円（交通費：11,400 円、日当：2,200 円） 
総計：74,320 円 



 

 
7.その他（成果や今後の展開等、自由に記載してください） 
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※（ ）内には、女性数を記載

※受入機関、受入人数、延べ人数を区分に応じて記入してください。

※外国人、若手研究者（40 歳未満）、若手研究者（35 歳以下）、大学院生の人数はそれぞれ受入人数、延

べ人数に対しての内数を記入してください。

※受入人数、延べ人数については上段に総数を下段に（）で女性の内数を記入してください。

※「学内」の所属機関数は「学部数」等を記入してください。

※受入人数及び延べ人数の算出方法は、以下の例に基づき算出してください

国際研究ミーティングに参加者２人が３回参加した：受入人数２人、延べ人数６人

別 紙


